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1　本稿の課題
　本筆者はかつて，明治維新期から松方デフレ期にかけての時期における旧
岡山城下町の住民構成の社会的再編を検討し，岡山区は零細営業者，力役的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ労務者を大きな構成者とする都市に再編されたことを明らかにした。また，
それとは別に，1920年の第一回「国勢調査」資料によってこのときにおける
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岡山市の産業構成と，住民構成，市域編成を検討し，この時期の岡山市は商
業都市であるとともに，一方に大規模工場の屹立する近代紡績業と他方に
’「伝統的手工業生産を特質とする都市手工業」が広汎に存在する都市である
　　　　　　くのことをみてきた。本稿は，このような編成替された当初から，産業交通の発
展，行政都市，地方教育文化の拠点としての発達によって1920年の国勢調査
時点の状況への転換のプロセスの究明を視野に入れつつ，住民構成の基礎と
なる産業展開を検討するものである。
　ところで，これまでに岡山市の当該の時期の産業・経済の発展について検
討したものに，大正期に刊行された第一次「岡山市史」，戦前に刊行された第
二次「岡山市史」，戦後の第三次「岡山市史」，をはじめとしていくつかのも
のがある。
　r岡山市史　第六』（1938年岡山市編纂・発行）は，編年面構…成をとる第二次
「岡山市史」の現勢篇で「明治元年より昭和十年」のものであるが，「第十六
章産業」は，第1節低迷混沌時代，第2節士族授産と殖産興業，第3節日
清戦役前後，第4節日露戦役前後，第5節欧州大戦前後，からなる。「明治維
新の変革は，政治上，社会上には可成り著しい変転を演出醸成してをるが，
産業上には，その成果．と認め得べき何物をも見出せない。政府の意気込の割
合に実績揚らず，日清戦争までは旧藩時代の連綿踏襲と云って好い状態に置
かれてをる。これは，各県，各郡市ともに，同一轍を憾み辿って来てをる
と，経済史家が等しく論破するところであるが，岡山も想うである。」（4627
ページ）として，このような観点に立って，前掲のような五つの時期について
の検討を行なっている。
　『岡山市史　産業経済編』（1966年岡山市史編集委員会編纂・岡山市役所発行）
は，第三次「岡山市史」の産業経済編で，この巻には中世，近世の第一編，
第二編のあと，第三編産業経済の近代化がある。『岡山市史　産業経済編』
は，明治初期を一括して扱う第1章，戦後の発展と今後の課題を内容とする
第8章のほかは，干拓，農業，漁業，工業，商業・金融，交通・運輸・通信
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機関をそれぞれ独立の章する部門別編成をとり，それぞれ，その展開を検討
している。工業の第5章をみると，概説のほか，食品醸造業，繊維工業，製
材・コルク・製紙業，ゴム製品製造業，化学工業・窯業，金属機械工業，そ
の他の工業，電力・ガス・水道という部門下節を置いて，発展を追ってい
る。概説において，士族授産工業の興亡（1868～85年），近代工業の勃興
（1886～1910年），紡績織布工業の発展（1911～16年），ゴムエ業・農業用機械工
業の勃興発展（1917～37年，これは，1917～1932年の生産力の飛躍的発展とゴム工業の発
展，1932～37年の内燃機工業の発達にわけられる），戦時体制時代（1938～45年），そし
て戦後の復興と発展（1945年～）という時代区分をしていて，各面の代表的産
業を軸とした時代的推移の叙述となっている。
　岡長平『岡山経済文化史』（1939年，歴史図書社1967年復刻発行）は，もともと
は市の事業として着手されたものが担当課長の退職によりそれからはずされ
て実現しなかったものを岡長平氏によって10年後，この書名で刊行されたと
いう。「総説」と「政策編」にわかれるが，前者は藩政期を扱い，後者は，二
つの近世期のものをふくむが，「高崎県令の保護政策　西南戦争前後」「自覚
産業の塩素時代　日清戦争前後」「資本主義経済機構の樹立　日露戦争前後」
は，明治期の産業経済を扱うものである。この書における特色は，「史料第一
主義」と自ら記すように，「山陽新報」記事などの資料的博捜にある。
　尾形惣三郎r岡山市財政史』（1928年　岡山市役所発行）は，市制40年を迎え将
来の諸事業に対する財政上の参考とするために，財政の変遷を明らかにしょ
うとしたものでり，総説，経済状況，財政状況，資産状態，雑件，結語から
なる。多くの逐年の統計があげられ，これによって検討されている。
　岡長平氏は『岡山市史　第六』の執筆者の一人であり，尾形惣三郎氏も編
纂にかかわっている。『岡山市史　第六』は，岡長平『岡山経済文化史』のも
とになった資料，尾形惣三郎r岡山市財政史』が大きく参考に供されたもの
と思われる。
　以上の諸著作は，統計類，新聞記事，官庁文書，さらには聞取りによっ
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て，この岡山市における産業経済の動向を検討しており，岡山市における産
業経済の展開についての史実の新たな発掘は困難であろう。ここでは，諸産
業の展開，経済状況の推移を住民構成の推移ということに収敷するものとし
て検討することになる。
2　初期岡山市の産業状況
　市制施行以前の初期の産業状況を示すものに，『岡山市史　第六』に掲載さ
れている「明治七年岡山市中物産」（備前地誌所載）がある。これは，この
1874（明治7）年に全国的に行なわれた物産調査の岡山区分である。生産額
からみた主要なものは，清酒，足袋，髪付，刻煙草，醤油，蝋燭，種油，木
綿，下駄，酢，染地木綿，藺編笠などである。この「明治七年府県物産表」
は，この時期のわが国の産業の状況を示す最初の網羅的な資料であり，この
時期の産業状況を把握するうえの貴重な資料としてこれまでに検討が加えら
れているが，この岡山区分について個別物産を部門別に集計し直してその特
徴を見よう。農産物13．3％，工産物86．9％となるが，従来の分類に従い農産
物とした刻煙草は葉煙草の加工であるから言うまでもなく，木綿も繰綿など
への加工とみれば，ともに農産加工品であり，生産物のすべてが加工品であ
る。飲食物を最大とし，ついで農産加工品，雑貨手芸品，林産加工品などが
大きい割合を占める。他方，器具・船舶・車輌は極めて小さい。その生産形
態であるが，家内手工業が主要であったろう。
　廃藩置県時に三分の一を占めていた旧家臣団は秩禄処分で無職となった
が，この制度的変革によって無産の徒となった士族の救済が課題となった。
折から殖産興業政策が実施され，岡山県も勧業試験場の設立などの産業育成
の努力を行なうが，±族授産が焦眉の課題となった。全国的に士族結社が結
成されたが，岡山でも篤好社，有恒社，有終社などの士族結社が結成され，
機械・醤油・金融，マッチ・紙の製造所が設置され，また天瀬陶器製造所が
一86一
明治期の岡山市における商工業の展開　87
設置された。しかし，製造所としては，旧池田藩主の助成で設立された岡山
紡績所を除いてことごとく消滅していく。明治初年代の制度的変革と，
1881（明治14）年からの松方デフレの過程で士族の多くは，そして旧家臣団
を核として存在していた町方もまたその少なからぬ者が，就業する近代産業
もなく，零細商人，力役的労務者に編成替えされたものと思われる。
　このような産業，就業状況からスタートするのである。
3　経済状況の推移と会社・金融機関の設立
　（1）経済状況の推移
　岡山区は1899（明治22）年に市制施行となるが，その後の産業，経済は，
松方デフレから企業勃興期に転じた後のわが国資本主義経済の発展過程で経
過する大きな経済変動に規定されつつ展開していく。市制施行後の明治期に
ついていうと，1899年に至る企業勃興期，ユ890年の恐慌，日清戦争時の好
況，日清戦後恐慌，日露戦争期の好況，日露戦後恐慌を経過した。この時期
のわが国の動向と岡山市の景況についての叙述をみていく。
　それまでの松方デフレからようやく脱却し，1886（明治19）年下期から，
企業勃興期に入った。鉄道事業，紡績業，鉱山業その他の事業投資が盛んに
行なわれた。市制施行の1989（明治22）年は，岡山市についても，「明治二十
二の年の秋に至っては，何でも会社と名がつけば，株券に羽が生へて飛ぶと
云った状景を呈したのである。また諸種の製造工場も規模を大にし，拡張に
拡張を目論む情勢となった」（前掲　岡r岡山経済文化史』453ページ）という。し
かし，89年下期に入り金融は逼迫し，金利上昇が始まり，1890（明治23）年
に株式恐慌が起り，株価が暴落した。ここに恐慌状態となり，企業の倒産・
解散が相次ぎ，鉄道事業の頓挫，綿糸紡績業における「過剰生産」となった
（前掲尾形惣三郎r岡山市財政史』7ページ）。この時期の岡山については，資金
融通を求めるもの増加し金融逼迫，暮には金利昂騰，物価下落の徴を示し，
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不況の裡に越年（岡　前掲書453ページ），1890年の恐慌の年は，諸事業益々沈衰
（尾形前掲書　7ページ），91年も引続き沈滞し，「基礎薄弱な諸会社諸工場の
其総ては枕を並べてイトれて了つたやうである」（岡前掲書453ページ），1893
（明治25），94年は再度にわたる大洪水もあり，経済界は沈衰，「僅かに持越
されたる生産会社は漸次凋落して軽んと造影を没す」（尾形　前掲書　27ペー
ジ），などといわれている。ところで，1890年の恐慌後，金融は緩慢状態をつ
づけ利子率は低下，金融市場，株式市場は沈衰状態にあったものの，この間
貿易は堅実な：傾向を示していて，1894（明治27）年に回復の兆しがあった。
94年6月の日清戦争の勃発によってこの回復は中断するが，94年の日本の勝
利が確定し巨額の賠償金の獲得が決ると，新たな企業勃興期を迎え，鉄道，
紡績，銀行を中心に，保険，石炭鉱業，船渠，電気事業に及ぶめざましい発
展期となる　（大島清r日本恐慌史論上』1952年　東京大学出版会　第2章第2節）。「諸
事業熱狂的に勃興し」て，岡山市においても生産会社の設立さるるもの多く
年とともに市勢は伸展して，1898（明治31）年第一次の市区拡張となるが，
この間に設立された会社は備前紡績，共立絹糸紡績，中国鉄道等7会社資本
金2418万円，であった（尾形前掲書27～28ページ）。
　しかし，わが国は1896（明治29）年末には沈滞への兆候がみられたが，や
がて，日清戦後恐慌（1897・98年，1900・01年）に入る（大島前掲書第2章
第3，4節）。！897（明治30）年金融閉塞，商工業老益々窮迫，株式暴落，多数
の倒産者，98年商工業の沈衰其極に達す，99年商況不振金融緩慢の状態持
続，1900，91，92，93年も同様の状況が続く（尾形前掲書7ページ）。岡山県
では，1901（明治34）年は前年より会社数は28減少し，「営業ノ概況バー般二
不況ナルカ如ク殊に銀行業，物品販売原語製糸業ヲ営ム会社ハ概ネ多大ノ損
失ヲ受ケタリ之レ経済界不況ノ為メ諸種ノ商工不振ヲ来シ金融界従テ閑散ヲ
告ケ商品ハ停滞シ資金運転ヲ為サXルヲ以テ損失ヲ招キタルモノ勘カラズ」
（明治34年r岡山県統計割153ページ）。そのうちの工業会社は前年に比べて16減
少しているが，資本金は増大している。それは大会社の勃興による（同前書
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159ページ）。この経済界の不振の極にあって，剛一1」，備前両紡績会社は累年無
配当，中国鉄道株の如きは価格半額となり，二十二銀行は事実上安田銀行の
支配下に入り，岡山銀行は解散，高野銀行は破産する（尾形　前掲｛1：128ペー
ジ）。
　1904（明治37）年2月に日露戦争が始まる。当初は生糸，綿糸の輸出は盛
んで，また軍需関係産業は賑をきわめたものの商工業は一般的には五衰状態
にあったが，1905（明治38）年5月になり講和の見通しが立つに及んで，株
式市場も活況を呈する（大島前掲書306～308ページ）。、1906年の下半期には企
業熱が猛烈な勢いで勃興し，株式相場は騰貴の一途を辿った。1907年に入っ
ても一一ne昂進するが，1月下旬突如株式の大暴落となり，1908年にかけての
戦後恐慌となった。1909，！910年も依然商況不振の域を出でず，同様の状況
のまま大正期に移行する。岡山市においては1899（明治32）年から1907年の
間に4会社，資本金39万5千円が設立されている（尾形　前掲書　28ページ）。
　（2）会社設立の消長
　以上においてすでにふれたが，会社設立の消長をみる。1889（明治22）年
度を内容とするr第十二回岡山県勧業年報』には「工業会社及製造所（一）
資本ヲ分割セルモノ」に岡山紡績会社，稲垣製耐火煉瓦製造所，日報社，岡
山製糸会社，岡山精米所（三濯村福浜）があり，商業諸会社表」に篤好社，
岡山倉庫会社，岡山廻漕会社，農商会社，山陽新報社が記載されている。第
1表はこのような欄によった，明治20年代（1887年～）から30年代（1897
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t年～）半ばまでのの会社の推移を示すものである。各年の年末現在の会社数
は1989（明治22），90年頃の数が明治20年代半ぽには若干減少し，1905，06年
頃から増加しているが，この間同一の会社が継続しているのはむしろ少な
く，消滅，新設の結果としての推移である。この資料は記載もれなどがあっ
て不完全であるので厳密な数量的検討はできないが，この間に少なくとも21
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第1表　岡山市会社数の推移
種類 工　　業　　会　　社　　数 商　　業　　会　　社　　数
明治年 22 23 2425 26 2728 29 30 31 32 33 34 22 23 245 26 27 28 29 3031 32 33 34
明治初年代 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1G年代 2 1 1 1 1 1 1
21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1
22 4 4 1 1 2 2 2 2 1 2 1 1 1 1 1 1
23
o
1 1 1
24 1 1
25 2 1
26 1 1
???
27 1 2 2 2 2 2 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1
28 2 3 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1
29 4 3 3 2 2 1 4 4 4 1 1 1
30 5 3 2 3 3 9 8 1
31 1 2 2 2 6 9 7 3
32 1 1 9 6 5
33 1 1 1 1
34 1 1
合　　計 5 5 3 5 4 5 8 12 14 14 13 14 135 5 5 3 2 3 4 716 20 23 16 13
新　　設 4 0 1 2 0 1 2 3 5 1 1 1 1 1 1 0 0 ? 2 1 4 9 6 9 1 1
既　　設 1 4 2 3 4 4 6 9 9 12 12 13 124 4 5 3 1 1 3 3 7 14 14 15 12
消　　滅 ? 1 2 3 1 0 （一1） （一1） 3　　3 1 0 2 ? 1 0 2 2 1 0 1 0 2 6 8 4
註　1）該当年のr岡山県勧業年報』r岡山県農商工年報』r岡山県統計書』より作成．
??
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の会社が消滅し，43の会社が設立されている。1889（明治22）年を始点とし
て20年代半ばにかけては新設は少なくなっていき，消滅が増加している。そ
して1895（明治28），96年頃から新設が多くなり，1896，97，98年に消滅もみ
られながら会社数は増加している。しかし，1899（明治32），1900年には新設
はきわめて少なく，消滅がことに商業会社に多くなる。まさしく泡沫会社が
日清戦中の好況に便乗して，また戦後不況には新しい試みをするものとして
出現したが，恐慌が長引くなかで消滅していったのである。この時期に設立
された会社の存続性が弱いことはこの表からもみることができるが，このよ
うな消滅傾向のなかで岡r－L【紡績（1881年設立）は一貫して存続してきた。こ
のほかでは，！888（明治21）年設立の伊部陶器株式会社，89年設立の岡山製
糸会社，岡山精米会社（網浜），などの少数にとどまる。そして，1894（明治
27）年からの企業濫立期に設立されたものに1894年岡山電燈，95年山陽ラム
ネ，96年中国ラムネ，備前紡績，中国鉄道，98年共立絹糸などがあり，岡山
市工業を特徴づける紡績会社が生れ，また，中国鉄道，岡山電燈という都市
産業が設立され，あわせて紡績についで主要であった食料品中の清涼飲料水
の製造会社も設立されている。
　（3）近代金融機関の設立
a　第二十二国立銀行と銀行類似会社
　殖産資金の供給と政府不換紙幣の償却を推進するための金融機関設立の意
図めもとに1872（明治5年）に国立銀行条令が公布され，預金，貸付，：為
替，割引などの一般銀行業務のほか国立銀行券（紙幣）発行権を付与された
国立銀行が各地に設立されていく。岡山でも第二十二国立銀行が1877（明治
10）年に資本金5万円・1000株で船着町に設立された。発起人7人の内5人
が士族で，旧藩主池田家（慶兆・茂政・章政）が62％，士族（新庄厚信，河
原信可，桑原越太郎，武田鎌太郎，花房端連，杉山岩三郎，村上長呼）
29％，平民（広岡久右衛門，橋本藤左衛門）9％という池田家を出資者とす
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る土族銀行的なものとして出発した（r中国銀行五＋年史』1983年　25～28ペー
ジ）。岡山県ではこのほか高梁に第八十六国立銀行が設立された。1977（明治
9）年の国立銀行条令の改正によって金準備なしで資本金の8割までの銀行
券の発行が可能となり，設立が容易となったため，国立銀行は非常な勢いで
増加した。1879（明治12）年の京都第百五十三国立銀行の設立をもって政府
の定めた国立銀行の総資本金額，銀行紙幣発行総額にほぼ達したため，国立
銀行の設立はこれ以後禁止されるに至った。
　資産家による各種金融が盛んに行なわれる状況にあって，その業務内容を
金穀貸付・為替，両替，預り金などという銀行と類似の業務を行なう銀行類
似会社が各地で設立されている。個人から株式まで出資形態は多様であり，
物品の販売や生産事業など多様な兼業を行なっていた。すでに明治9年の国
立銀行条令の改正で銀行名を称することが許可されており，私立銀行が設立
される。1884（明治17年）度のr第七回勧業年報』の「諸会社表」によれ
ば，岡山県には私立銀行4，金銭，あるいは金穀貸付を業とする会社25があ
る。それらは県下各地にあるが，岡山区には篤好社（工業及金穀貸付），岡山
積金扱所（金穀貸付）の二つの銀行類似会社があるのみである。庶民金融と
しては質，講が重要で．あったが，岡山区には質屋の数は全県709の1割強の
73と多いが，年末現在貸付は七分の一，年間貸付は約五分の一といっそう大
きく，岡山区では質屋金融が大きかったのである。
b　普通銀行への転換と農工銀行の設立
　国立銀行条令の改正による国立銀行の増加，国立銀行券発行の増加は，政
府不換紙幣の増発とあいまって激しいインフレーションをひきおこした。こ
の膨張した紙幣の整理し，正価を蓄積し中央銀行による免換制度の確立が課
題となり，1982（明治15）年に1豊本銀行が設立された。これと関連して83年
国立銀行条令の再改正を行なった。これによって，国立銀行は発券銀行とし
ての機能を失い，設立の20年後には普通銀行となることとなった。この岡山
市の第二十二国立銀行も，1887（明治30）年に株式会社二十二銀行となつ
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た。他方，1890（明治23）年には銀行条令，貯蓄銀行条令が制定公布され
（93年施行），ここに銀行，貯蓄銀行の業務が明確化された。この前後に銀行
類似会社の普通銀行への転換が始まる。
　第2表は岡山市の銀行のこの時期の状況を示すものである。折から，よう
やく景況が活況になりつつあった1894（明治27）年に岡山銀行が設立され
た。これは国立二十二銀行が士族中心であったのに対して，佐藤信道（実業
家），片山儀太郎（材木商），石津義三郎（酒造家），安井丈夫（資産家），西
崎健太郎（旧岡山藩士）などが発起した商人たちが中心となったもので（r中
国銀行五＋年史』　674ページ），商工業者のための銀行として二十二銀行と対抗
していった。また1896年には御野銀行（資本金20万円）が設立された。これ
は御盛郡の有力者が岡山銀行の好評に刺激されて設立を企画し，西原藤三郎
等67名が発起人となって出願し，坂本金弥の奔走により実現した（r岡山市
史第六』4717ページ）。岡山市の主要工業である紡績業の担い手である紡績会
社の一つに備前紡績があるが，これは岡山紡績の谷川達海の勢力を殺ぐべ
く，坂本金弥，星島謹一郎などが創立を企画したというが（絹川太一r本邦綿糸
紡績史』第七巻1944年224～225ページ），このような政争がらみのなかでのこの
銀行設立も岡山銀行と同様に二十二銀行に対する対抗という一面をもつもの
であったのかもしれない。
　この頃から30年代にかけて銀行設立が著しく進んだ。1897（明治30）年
41（株式36，合資1，合名1，個人3），98年45（39，2，1，3）となり，こ
の98年には岡山市には，岡山銀行（資本金3万円），岡山貯蓄銀行（資本金3
万円），二十二貯蓄銀行（資本金5万円），＝：十二銀行（資本金150万円），岡
LLI県農工銀行，そして石井村上出石の御野銀行があった。しかし，日清戦後
恐慌の金融恐慌の波及のなかで，岡山銀行は33年解散となり，新たに岡山銀
行の役員を中心とした山陽商業銀行（資本金40万円）として出発することと
なった。また御田銀行は取付けに合い，！901（明治34）年破産した。
　岡山県農工銀行は，不動産抵当による農工発展のための長期金融機関とし
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第2表　岡山市銀行の状況
設　　　　　立　　　　　時 消　滅　時 明治
設立年月日
J業年月日
資　本　金
c業種目
本店所在地
ｪ取氏名
消滅年月日
磨@　　由
?? ??
株式会社
R陽商業
竝s
明治33・4・14
@　33・8・11
　　40万円
q庫業兼営
　紙屋町
ｩ山省三
大正15・9・1
謌鼾∮ｯ銀行
ﾉ合併
株式会社
ｪ山銀行
明治27・7・6
@　27・8・25
　　15万円
q庫業兼営
i明30・ユユ・ユ～）
　橋本町
ｲ藤信道
明治33・10・15
R陽商業銀行
ﾉ営業譲渡
10 30
株式会社
R陽倉庫
竝s
明治29・4・30
@　29・7・1
　　30万円
q庫業兼営
　中之町
?｡亀吉
明治30・11・1
ｪ山銀行に合ｹ
株式会社
ｪ山貯蓄
竝s
明治27・10・19
@　28・1・5
　　3万円
剪~銀行業
　橋本町
?阮恷O郎
大正15・10・1
∮ｯ貯蓄銀行に合併 3 3
株式会社
?｢貯蓄
竝s
明治28・6・ユ7
@　28・7・1
　　5万円
剪~銀行業
　船着町
V庄厚信
大正9・2・29
∮ｯ貯蓄銀行に合併 5
株式会社
?¥二銀
s
明治30・1・1
@30・1・1
　　90万円
£ﾊ銀行業
　船着町
V庄厚信
大正9・2・29
∮ｯ貯蓄銀行
ﾉ合併
第二十二
送ｧ銀行
明治10・10・10
@　10・11・15
　　5万円
£ﾊ銀行業
　船着町
ﾔ房端連
明治30・1・1
?¥二銀行に
?g
30 30
株式会社
?窓竝s
明治28・ユ146
@29・1・4
　　60万円
£ﾊ銀行業
西中山下
ﾔ房端連
明治30・3・10
?¥二銀行に
√ｹ
株式会社
ｪ山県農工銀行 明治30・12・1
@　31・2・10
　100万円
博Y業工業改
ﾇ資金の貸付
　石関町
?阮恷O郎
昭和19・9・18
坙{勧業銀行に合併
株式会社
莓?竝s
明治29・3・19
@　29・4・20
　　50万円
£ﾊ銀行業
御野郡石井村
T山猪之助
明治35・4・一
?U
註　1）r中国銀行五十年号』，r岡山市史　第六』，該当年の『岡山県勧業年報』または
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30年前後資本金と流れ
??? ?? ?? ?? ?? ?? 備　　　　　　　　　　　考
40 40
経営不振に陥っていた岡山銀行の業務一切を継承して設立され，旧岡山銀行本店跡に開業．当初の役員は取締役の一人久我房三を除く全員が岡山銀行の役員であった．　　　　　兼業する倉庫業の発展してきた経緯から岡山米取引所と人的業務的に密接な関係があった．
60 90 90 90
岡山市の商人が中心となって設立された．商工業老のための銀行を旨として，第二十二銀行の士族風の営業よりと対瞭的であった．急成長をとげたが明治32年9月大阪支店の不正貸付風評に起因する県下最
t騨黒瀬藩舗黙浅鯉駿欝
30
明治18年岡山米商会所（理事岩堂保平，岡崎銀五郎）の傍系会社として設立された岡山倉庫会社を前身と
@　　当初の倉庫業に加えて金融業を営業した同社する．が明治29年山陽倉庫銀行となった．
3 3 3 3 3 3
岡山銀行の関連銀行で，野崎万三郎ほか24名が発起人となり，設立された．　　　　　　　　　　永山英太郎がその中心人物で，地方屈指の貯蓄銀行となった．
5 5 5 5 5
二十二銀行重役の新庄厚信，花房端連，香川真一外14名の発起により設立．
150150150 150150
設立の20年後に普通銀行に転換することを定めた明治自転の困立銀行条例改正令にもとづき，第二十二門並銀行が転換した．地方銀行中屈指の大資本の，県
30
60
築二十二国立銀行が，満期解散に備えて設立．同行が二十二銀行に改組継続されたことにより，二十二銀行に合併された．
100100100 100
「農工銀行法」「農工銀行補助法」にもとづいて設立．農工業者への長期貸付，資金の融通を行なう．
20 2020 20 20
御野郡の有力老によって設立された．備前紡績への貸付金が回収不能となり破産．
r岡山県農商工年報』より作成．
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ての府県農工銀行として設立された。1897（明治30）年設立認可，98年開業
した。資本金100万円，5万株のうち1万5千株は岡1」」県の出資となったが，
そのほかは公開売却された。1899（明治32）年下半期の上位株主は大原孝四
郎，久我房三，河上長，野崎繁三郎，佐藤権次郎など，株主は県南部の地主
が多く，地主資金が転化された。そしてこの株は次第に大株主に集中して
いった（r岡山県史近代ff』1985年581～583ページ）。
4　物産移出入と商業
　（1）物産移出入
　第3表は，1898（明治31）年の岡山市の物産県外移出入を示す。この年岡
山市は全県の移出は30．3％，移入は33．9％を占め，県下の最大の移出入地で
ある。そもそも岡山県は部門別では，移出は糸類及其原料（個別品目では綿
糸），普通農産物（同じく米）を二大移出部門とし，これに其他雑品，肥料，
編物及同製品などを主要移出品とし，移入は糸類及其原料（個別品目では繰
綿），普通農産物（同じく米）を二大移入部門とし，ついで肥料，其他雑品，
油類及燃料などを主要移入品としている。すなわち，繰綿，肥料，油類及燃
料という岡山県の主要産業である綿糸紡績業，農業（稲作）などの生産資
材，そして米，織物などの消費資料を移入し，その生産物である綿糸，米，
そして特産物である花莚・畳表，麦桿真田な：どを移出する，という構造に
あった。この岡山市は，移出は糸類及其原料（個別品目では繰綿）がさらに
抜群に大きく，普通農産物（同じく米）もいっそう大きく，他力，移入は，
普通農産物（同じく米）が抜群に大きく，ついで其他雑品，織物玄同製品が
大きく，糸三智其原料（個別品目では綿糸）が極端に小さい。すなわち，岡
山市は綿糸，米の移出が大きい岡山県の産業構成の特徴を示しているが，そ
の原材料の移入は小さく，そして米，呉服太物，そして其他雑品が大きく，
最大の消費都市であり，この消費物資の集散地であることが示されている。
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第3表　岡山市物産県外移出入 （1898年）
岡　　　山　　　駅 岡　　山　河　　岸 岡　山　市　合　計 岡　　　山　　　県
移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入
普通農産物 30．8　％ 54．3％ 42．6％ 25．7％ 一　％13．3　％ 29，5　％ 41．8　％35．6％ 28．2％ 19．5％ 24．0％
水　　産　　物 0．10 2．6 1．4 0．30 8．9 4．4 0．15 4．1 2．1 2．2 4．1 3．1
飲　　食　　物 L8 1．1 1．4 5．4 4．8 5．1 2．7 1．9 2．3 3．7 4．4 4．1
織物二二製品 1．5 11．5 6．5 4．0 22．2 12．8 2．1 13．9 8．0 1．4 0．09 0．77
糸類及其原料 48．5 10．4 29．3 4L6 3．6 2LO 45．7 8．9 27．4 29．1 、23．1 26．2
金属及同製品 0．82 3．9 2．4 0．43 1．5 0．96 0．73 3．4 2．0 1．1 2．5 1．8
編物及其原料 5．0 0．75 2．8 3．9 一 2．0 4．7
、?????
2．6 8．3 0．83 4．7
油類及燃料 一 1．2 0．61 0．06 6．3 3．1 0．02 2．4 L2 2．0 8．4 4．1
肥　　　　料 一 5．8 2．9 一 5．1 2．5 『 5．6 2．8 8．5 18．1 13．1
其　他　雑　品 11．6 8．5 10．1 23．0 47．6 34．9 14．4 17．5 15．9 11．7 1L3 11．5
合　　　　　計 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 9，477，3919，401，828 18，879，21931β8 ，65029，374，417 60，750，067
米 26．9 52．3 39．722．0 0 11．4 25．7 40．3 33．0 23．6 17．0 20．4
綿　　糸 47．2 6．7 26．9 36．4 12．5 20．0 44．6 5．7 25．2 27．1 2．8 15．3
呉服太物 0．98 9．0 5．0 1．3 19．9 10．3 1．1 12．6 6．3 2．5 8．7 5．5
肥　　料 0 5．8 2．9 0 5．1 24．5 一 5．6 2．8 8．5 18．1 13．1
足　　袋 2．6 0 L3 13．6 0 7．0 5．3 一 2．7 2．9 0．02 1．5
???（?????????????
紙 1．9 3』 ，2．5 0．95 L5 1．2 1．7 2．7 2．2 0．80 L2 0．98
材　　木 0 0 0 6．2 11．6 8．8 1．5 2．7 2．1 2．2 2．3 2．2
生　　魚 0 22 1．1 0 8．3 4．0 一 3．6 1．8 0．77 ．2．3 1．5
木　　綿 0．55 2．5 1．5 2．6 2．3 2．4 1．0 2．5 1．7 0．04 1．6 0．76
?
3．9 0　・ 2．0 1．4 一 0．70 3．3 一 1．7 1．2 0．03 0．65
繰　　綿 一 2．2 1．3 一 一 一 一 1．7 0．84 0．29 11．6 5．8
金巾糸 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 7．9 3．8
???????）
石　　炭 　 0．21 0．11 一 6．3 3．0 　 L6 0．80 1ユ 3．9 2．4
雑　　穀 1．4 2．0 1．7 3．0 一 L6 2．6 一 1．3 2．6 L4 2．0
註　1）r明治三十一年岡山県統計書』より作成．
???????????
??
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　（2）商工業者の存在状況
　r第二十一回農商工年報』の「商賢別」により，1898（明治31）年の状況
をみよう。岡山市，津山町，玉島町について，問屋，仲買，郷売，其他別O．．
統計であるが，岡山市は問屋40，仲買79，卸売511，其他2623，玉島は，それ
ぞれ18，78，24，369，津山は0，34，60，1443である。玉島は問屋，仲買の
ウェイトがやや大きく，津山は其他が圧倒的であるのに対して，岡山市は一
方には問屋などが多いとともに，対極には其他も膨大な数であり，問屋：・卸
売機能とともに小売などの最終消費品販売機能もあり，最大の集散地，消費
地であることを反映している。
　岡山市の商頁数は合計3253人であったが，主要なものは穀物350，菓子
320，煙草293，古道具295，古着233，魚類166，荒物166，酒130，呉服太物
124，八百屋114などである。これは，例えば玉島が上位に麦稗真田，肥料が
あるのと比較すると，岡山市の消費物資集散地としての性格が明らかとな
る。
　この年には物品販売会社がいくつかあることはすでに見たが，この時期は
なお個人商店の時代である。1898（明治31）年の商計業者名簿であるr日本
全国商工人名録』‘第二版は，岡山県ではIO力市町について記載している。全
県の合計はl120名であるが，岡山市は577である。これを先の物産移出入の
部門別に集計すると，普通農産物40（うち穀物38），水産物38，飲食物102
（同清酒醸造販売28，醤油製造販売16），織物及同製品85（同じく呉服太物
49），糸雛及其原料14，金属及其製品15，編物及其原料15，油類及燃料33，肥
料5，其他雑品202となる。これらのうち営業税50円以上の大規模商人をあ
げると，呉服太物10，木綿問屋9，清酒醸造販売4，土木請負業3，酢醸
造，材木商各2，足袋商，花莚製造販売，菓子製造販売，金物商，鉄砲火薬
商，廻漕業，旅宿料理店各1となる。最大は土木請負業の菱川屋菱川吉衛で
あるが，！0に及ぶ呉服太物商と9に及ぶ木綿問屋が最も多数で，呉服太物，
木綿問屋が商業のなかで大きな位置にある。
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　（3）主要商業地
　岡山市には岡山駅と岡山河岸の二つの移出入地があり，先に見た岡山市の
物産県外移出入はその合計であった。岡山市のこの二つのうちわけは，駅は
移出の75．5％，移入の76．9％，河岸は24i5％，23．1％で）tこの中国鉄道が開
通した年には移出入額は駅が河岸の約3倍となっている。しかし，水産物，
油類及燃料は河岸が移出入ともに過半を占め，飲食物，其他雑品は河岸が移
入の過半を占めているのであり，いまなお河岸炉これら商品の移出入地と
なっているのである。主要移出入品のうち，米，綿糸，呉服太物，肥料，
紙，などは鉄道輸送であるが，木材は移出入のいずれも，足袋，木綿は移
出，木材，生魚は移入において河岸が主要移出入地なのである。呉服太物も
河岸のウェイトは相対的大きい。その商品の性格，取引先などから海上輸送
がなお主要なルートであるものもある。
　r日本全国商工人名録』第二版の1988（明治31）年の商工業者577人の町別
をみると，上位15位は，西大寺57，上之町36，中之町27，橋本町26，下之町
23，天瀬町22，船着町，小橋町各18，紙屋町17，栄町，東中島各15，中山下
！4，東山下，片瀬町各13，上出石町，富田町，山崎町各11となっている。集
中しているのは西大寺町，橋本町，船着町の辺，上之町，中之町，下之町の
辺，そして小橋町，東中島町の辺の地域である。このほか天瀬町ほかに散在
している。ところで，1883（明治16）年刊行のr岡山商売往来吉備の魁』
（1978年斉光社複製）によって商工業者を町回に集計すると，合計188人で，
上位15位をとると，西大寺町17，船着町！7，西中島町13，橋本町12，片瀬町
11，中之町，下之町各10，上之町9，小橋町8，川崎町6，紙屋町，川崎
町，紺屋町，東中島各5，富田町，二日市町各4となる。鉄道未開通，河川
交通のこの時期は，船着町，橋本町，のウェイトはさらに大きく，また，小
橋町，西中島，そして東中島が後年よりいっそうウェイトが大きかったとい
えよう。この年には中国鉄道が開通したが，鉄道を軸とする交通体系の形成
が進んだこの1898年にはいわゆる表町への移動が進んでいるといえる。
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5　工業の展開
　（1）工場数の推移
　第1図es　，「個別工場表」（ただし1890［明治23］年から93年までは「工業
会社及び製造所表」による）から作成したものである。
　工場数は1889（明治22）年16工場は91年8工場へと減少した後，増加に向
い，1894（明治27）年40工場となる。これをピークとして翌年18工場へと激
減した後，以後減少と増大を辿り，1900（明治33）年37工場となる。翌年は
減少し，以後増減を繰り返すが，明治期だけではなく，19ユ6（大正5）・年に
至るまで40工場に達せず，この1900年はこの年までの最大であった。1907
（明治40）年は前年の30工場から20工場へと大きく減少したが，以後工場数
は増加していく。1909（大正8）年には50になる。職工数の推移は増減の幅
に差異はあるが，この工場数の推移と同様の動きを示している。
　以上の推移は，1890（明治23）年の不況，日清戦争時の好況，日清戦争後
の恐慌，日露戦争時の好況，日露戦後の恐慌と停滞，そして第一次大戦の好
況という景況の推移をそれなりに反映しているといえる。そして，職工数中
の紡績工場職工の推移が，1900（明治33）年を例外として，全職工数の推移
と同様の傾向を示している。すなわち，紡績工場の推移が全工場職工数の推
移を規定しているといってもよい。紡績工場の占めるウェイトの大きさを端
的に示している。
　工場数の大きな増減のみられるなかで，原動機を使用する工場数はそれほ
ど大きな増減はみられず，あえていえば着実に増加をたどる傾向にあり，工
場工業への転換が進んでいくのである。
　（2）近代工業の成立と都市手工業の展開
a　紡績工場
　第1図には紡績工場について職工数を示した。全職工数中に占める割合は
きわめて大きく，職工数の推移を規定したのは紡績工場である。終始岡山市
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第1図　岡山市工場職工数の推移及び職工男女構成
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第2図　岡山市1920年現在の工場の推移
　　　工燭名称
鐘淵紡績KK岡山工場
　　（同　　　社）
鑓淵紡績KK傭前エ場
　　（同　　社）
縫測紡績KK絹糸工場
　　㈹　　　社）
陶山製織甑工場　　（同　　社）
合資会社小野田幟布工場
　　（小野田軽一｝
応　武織布工燭　　（応武忠平〉
大臼本織物KK工場
　　（同　　社）
根　本織物工場　　、（根本　正臣）
成　本　織　物　工　場
　　（成本存之吉）
岡山脚筒合責会社工場
　（代表草信芳太郎｝
岡山物産合資会社工場
　（代表小橋　果太｝
合資会社中谷鉄工所
　（代表中谷　一也）
内　田　鉄　工　所
　　（内田孝三郎）
深　井　鉄　工　所
　　（深井圧次郎）
大谷衡器製作所　　（大谷嶽太郎）
山陽自転車製造KK工場
　　（同　　社）
西　崎　鉄　工　所
　　（西崎紋十郎）
株式会社岡山製作所
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大黒　屋堀詰部　　（大久保市四郎｝
±手級頭製造所　　1大岸　　梅）
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烏　山　醸　造　所
　（烏山　丈三郎1
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註1）第1図と同一資料より作成。
　2）○●はその年の資料に職工10人以上の工場欄にあるもの，○は原動機を使用しない
　　　もの，●は原動機を使用するもの。
　3）○●の下の数字は職工数を示す。
　4）Mは明治，Tは大正の略である。
　5）×は創業年。
備 　考
味噌
生菓子麺麹
新聞紙印刷
新聞紙其他
活版印刷
窮斤聞妖匡P鰯四
活版印刷
活版印刷
活版印刷
活版印刷
平和敷，花莚
経木製品
松，杉，桧，栗
板及角
歯刷，ゴム足袋
うら
爪曲
浦綿製綿
中入綿蒲団綿
中入綿蒲団綿
電澄及電力
供給
瓦斯，硫酸アン
モニアなど
蝋燭芯，洋燈芯
刺底，雲斉
杉目など
板紙
工業の軸である。第4表はこの岡山市の紡績工場の一覧である。設立の経
緯，その後の経過はつぎの如くである。
　岡山紡績所は，花房端連，杉山岩三郎，谷川達海，新庄興信ら旧岡山藩士
が士族授産を目的として，旧藩主池田家から2万円を貸与．されて設立され
た。社長新庄，支配人村上長島であった。備前紡績ば先述のような意図から
設立されたが，社長大森馬之，専務中野寿吉，取締役坂本欣弥，星島謹一
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第4表岡山市紡績工場
名　　　称 岡　山　紡　績　所 備前紡績株式会社工場 共立絹糸株式会社工場
所　　在　　地 岡山区花畑 二野郡石井村下出石 上道郡三野村門田
創　業・年　月 明治14年7月 明治29年7月 明治30年3月
?????
設　　　　　備
i原動力運転錘数〕 蒸気機関1－20田
^転錘数2，000本
（M30）蒸気機関1－26｝P
@　　運転錘子6，144本
蒸気機関2－550H’
職　　工　　数 男27，女58@合計　85
（M30）男27，女273
@　　合計　300
男工80，女工750
@　　合計　830
設　立　年　月 明治13年 明治29年3月 明治30年3月
資　　本　　金 （明治14年）51，449円 25万円 100万円
??????
設立者・役員等
花房端連，杉山岩三郎，谷川達海，
V庄厚信ら，旧岡山藩±：授産を目
Iとして発起．旧藩主旨田家より
Q万円貸与．社長新庄厚信，支配
l　村上長囲
社長　大森馬之，専：務　中野寿吉，
謦??@坂本金弥，星島謹一郎，監査役　小川十万太，近藤敬太郎，柳沢安太郎，支配人　山中範太郎
社長　香川真一，専務　竹内伝八
Y，取締役　白石樹下，高田音次
Y，鶴見良憲，支配人　大戸復三
Y，監査役　笠田伝右衛門，馬越
ｱ平，光藤亀吉
経　　　　過
明治17年　岡山紡績会社工場
ｾ治32年　岡山紡績株式会社工場
ｾ治32年　西大寺紡績株式会社を
@　　　合併
ｾ治40年　絹糸紡績株式会社岡山
@　　　綿糸工場
@　　　　岡山工場
　　　　　　　明治40年　絹糸紡績株式会社備前
@　　　　　　　　　　　綿糸工場
ｾ治44年絹糸紡績株式会社が鐘洲紡績株式会社に合併され
@　　　　　　　　　　　備前工場
明治35年　絹糸紡績株式会社岡山
@　　　工場
ｾ治40年　同岡山絹糸工場
@　　　岡山絹糸工場
藝要造製暑 綿糸（14・15番手）833，712貫 綿糸（39番手）U17，976貫 絹糸（102番手）T6，707：貫??→??
設　　　　　備
ﾔ三二）
蒸気機関3－970H’
d力　　　　160｝P
^転工数14，458本
蒸気機関3－1，500H’
^転錘数竪35，547
@　　　横12，000
蒸気機関3－595｝P
d力　　　　10｝P
^転錘二王2．779本
職　　工　　数 男工435，女工1，408@　　合計　1，843
男工313，女工880
@　合計　1，193
男工469，女工1，241
@　　合計　1，710
名　　　　称 鐘淵紡績株式会社岡山工場 鐘淵紡績株式会社備前工場 鐘淵紡績株式会社絹糸工場
註　1）該当年のr岡山県統計書』，r岡山市史　第六』より作成．
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郎，監査役混同敬太郎，柳沢安太郎，試錐人山中師範太郎，共立絹糸は社長
香川真一，専務竹内伝八郎，取締役白石平助，高田音次郎，鶴見良憲，支配
人大戸復三郎，監査役笠田伝右衛門，馬越恭平，光藤亀吉を役員として発足
した。
　岡山紡績は1884（明治17）年に岡山紡績会社工場，！899（明治32）年に岡
山紡績株式会社工場となり，また同年に西大寺紡績株式会社を合併した。共
立絹糸は！902（明治35）年に絹糸紡績株式会社岡山工場，1907（明治40）年
に同岡山絹糸工場となり，備前紡績も1907年に絹糸紡績株式会社備前綿糸工
場となった。そして1911（明治44）年に絹糸紡績株式会社が曲淵紡績株式会
社に合併され，以上の4工場は，それぞれその岡山工場，備前工場，岡山絹
糸工場となった。
　第2図は，1910（大正9）年現在の工場について，明治期に遡及してその
推移を示したものである。この図によって各種工場の推移を見ていこう。
　1920（大正9）年の紡績工場のうち，鐘淵紡績岡山工場は，その製造品は
綿糸紡績，粗布及金巾としていて，織物業に分類されている。兼営織布工場
であるが，この兼営織布を除いて，岡山市内には織物工場はほとんどなかっ
た。1910年当初には5織物工場があり，岡山製織株式会社工場は大正6年設
立で職工156人，大日本織物株式会社工場は1914（大正3）年設立，職工48人
で，この時期に会社組織での工場が設立されている。なお，周辺では，鹿田
村内田には御野製織所が1899（明治32）年に設立されたが，1916年に消滅し
ている。また，石井村島田には1883（明治15）年に設立された島田製織所が
あり，ランプ芯を製造している。
　なお，製糸工場は，岡山製糸株式会社が1890（明治23）年設立され，95年
職工143人であったが，消滅し，以後岡山市には製糸工場はない。
b　機械器具工場と化学工場
　1910（大正9）年初に9工場，職工227人となるが，前年が7工場，前々年
が4工場であるほかは，大正期になっても2工場にとどまっている。1910年
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初の工場の設立年代をみると，文久（1861～64）年間1，1897（明治30）年
2，98年1，1903年1，1907年1でほかは大正期である。文久のものは，大
谷衡器製作所で1898年職工53人，1900年10人のほかは大正7年10人に至るま
で10人未満の小規模製造場であった。岡山卿筒合資は1900年藤原万五郎に
よって設立され，1907年目原動機を導入し，職工10人台で連綿としてつづい
ている。1897年設立の深井鉄工所は1918（大正7）年職工10人で，それ以前
は10人未満の小規模である。このように，明治30年代（1897～）に設立され
たものであっても1918，19年頃になってようやく一定規模となっていくので
あり，それ以前は大きいものではなかった。そういうなかで，三宅鉄工所
が，1895年設立後1907年まで10人以上工場として存在した。また，中国鉄工
株式会社は1895（明治28）年設立，職工103人，96年150人，97年110人と大規
模工場として屹立するが，98年には消滅する。このように機械器具工場は
1987（明治30）年前後に設立の動きがあったが，継続せず，展開は大正期を
またなければならない。
　この時期の岡山市域の化学工場は，窯業，製紙，マッチ，そのほかであ
る。窯業は，ガラス工場と耐火煉瓦である。耐火煉瓦は，1888（明治21）年
に設立された稲垣製耐火煉瓦杉山製作所が明治20年代（1887年～）に最大時
職工80人の工場として紺屋町にあるほか，内山下ほか中心地域にガラス工場
があった。製紙工場は，明治30年代（1890年～）なかばにいくつかの工場が
大供，追浜という南部地域，そして南方，下石井，上西川にあった。その多
くは明治20年代（1887年～）末に設立されている。半紙，塵紙などで，
1917（明治40）年頃には消滅，ないし縮小した。マッチは交確立（後，角南
マッチ製造所），日光館，田中マッチ製造所など，東田町，内山下，下石井に
あった。それらのうち，前の二つは消滅するが，田中マッチ製造所は1906
（明治39）年原動機を導入し，1917（大正6）年に中外マッチ株式会社とし
て発展していく。大正期になって炭酸カルシウム，蟻燭工場などが設立され
る。周辺では1908（明治41）年に福浜村に岡山製紙株式会社工場が設立さ
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れ，岡山市の製紙工業の担い手となる。
c　飲食物工場
　飲食物工場は，醸造，清涼飲料，缶詰，菓子類などを主とする。
　醸造は，酒造，醤油，酢で，古京町，児島町，小橋町，川崎町などの古く
からの町筋に多くある。その多くが創業年を近世期～明治10年代（1877
年～）としているが，従業員は少なく，明治40年代（1907年～）・大正期
（1912年～）になってはじめて10人規模工場となってくる。
　清涼飲料水は，当初より合資会社形態での工場が1895（明治28），96年，
98年に設立される。内山下の中国ラムネはまもなく消滅するが，天瀬にある
山陽ラムネ，旭ラムネのうち，とくに山陽ラムネは一定の職工規模で存続し
ていく。このほか内山下にはラムネ，製氷，密雨水の工場があった。
　缶詰工場は明治10年代（1877年目）から20年代（1987年～）初めに設立さ
れているが，1894（明治27）年にその規模を一挙に拡大し，また新しく設立
された。しかしたちまち消滅するなど大正初期までに消滅し，大正9年初に
は1工場のみとなる。缶詰工場はその多くが内山下にあった。
　菓子類は創業年を藩政期から1877（明治10）年頃までとするものが多い
が，長く存続するもので職工10人以上となるのは1907（明治40）年，大正期
（1912年～）になってからであって少人数であった。橋本町の大手饅頭，小
橋町の武田広栄堂，藤野町の林原製飴，平野町の風月堂製菓などがそれであ
る。このようななかで！897（明治30）年，98年に10人以上規模のものが平野
町に4工場あったが，それらはいずれもやがて消滅，ないし縮小したものと
思われる。
d　雑工場
　雑工業に属するもののうち，この時期の岡山市にあった工場のうちの主な
ものは，新聞印刷，塩断，縫製，煙草などである。
　新聞印刷・印刷工場のうち新聞であるが，1879（明治12）年設立の山陽新
報は当初印刷を山陽活版所とし，1909（明治42）年に山陽新報社一本とな
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る。所在場所は内山下である。中国民報社は明治21年創立で，新聞・印刷
で，東中山下である。関西新聞社，岡山日報社が明治20年代（！887年～）初
めに創立されるが，30年代（1897年～）には消滅する。いずれも西中山下に
あった。1916（大正5）年に柿屋町に岡山新聞社が設立された。印刷所は村
本研精血（1883［明治16］年設立），市川魁進堂（1892年設立）などが早くか
らのものであるが，当初から少人数であり，1902（明治35）年に職工11人と
なった村本研精堂のほかは職工が10人以上となるのは明治40年代（1907
年～）になってからである。印刷工場は内山下，西中山下，東中山下辺りに
集中している。
　花潜工場は1887（明治20）年にいくつかの工場があった。しかし，そのほ
とんどが明治40年代（1907年～）までに消滅した。このようななかで磯崎眠
亀が1878（明治11）年に天瀬に設立した磯崎花莚工場は長期にわたり存続し
てきた。古癖はこの当時のわが国の重要な輸出品であり，岡山県はその主産
地であったが，設立者の磯崎眠亀は花蜜製造に先駆的役割を果している。こ
れは備中東部農村部を主産地としたが，石井村田中，芳田村など岡山市周辺
の農村部でも製造所が少なからず成立した。しかしそれら多くは30年代
（1890年～）までに消滅した。
　縫製であるが，明治20年代（1887年～）には洋服製造所が市内にいくつか
現れるが，やがて消滅していく。縫製業は工場生産としてではなく，家内工
業として展開したのであろう。
　煙草製造についてみよう。1905（明治38）年の煙草専売により，煙草製造
は官営工場となるが，それまでは少なくとも10を越える数の煙草工場があっ
た。それらは多くが明治初（1867）年前後を創業年とし，岡山市内各所に所
在していた。官営化される前年の明治37（1904）年には10工場あり，その職
工数は合計256人であった。1905年にはこのうちの4工場が専売局場外工場
となり，その職工数は合計391人となった。専売局場外工場となったのは藤
原工場（藤原磯五郎，内山下），原田工場（原田竜蔵，小野田町），森工場
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（森卯平，瓦町），松本工場（松本伝吉，上石井）で，1904，05年間に職工数
は，藤原工場35人から73人，原田工場17人から！68人，森工場40人から70人，
松本工場10人から80人となっており，この間の増加は著しい。これら4工場
にそのほかのものも吸収統合されて場外工場となったものと推定できる。
1907年には原田工場，森工場，松本工場の3工場となり，さらに1908年には
専売局岡山製造所小野田町分工場，専売局岡山製造所上石油分工場，所有者
は専売局岡山製造所となっている。場外原田工場，場外松本工場と同一町で
あり，この2工場は専売局分工場となった。
e　特別工場
　岡山電燈株式会社発電所は，1894（明治27）年内山下に設立された。職工
は1907（明治40）年まで10人未満で，明治40年代（1907年～）に10ないし
20人台，大正期（1912年～）には多くの年数十人程度となる。1918（大正
7）年に七日市に移転した。岡山瓦斯株式会社工場は1910年網浜に設立され
る。ここに電力，ガスという都市型工業がスタートしている。
　（3）工業の部門別構成
a　工場の部門別構成
　ここでこの工場の1911（明治44）年という明治末期の部門別構i成をみる。
第5表は，職工10人以上の工場について記した「私設工場」にもとづいて作
成したものである。全工場数は21，うち17工場が原動機を使用する。その職
工数3，689人，うち男工は854人で男工率23．1％である。1工場平均職工数
175．7人である。部門別をみると，染織工業3工場，職工2，941人置機械器具2
工場，30人，化学工業1工場，68人，飲食物5工場，93人，雑工業9工場，
523人，特別工業1工場，24人となる。三つの紡績工場で全職工数の79．9％を
占める。機械器具は鉄工とポンプ製造，化学はマッチ製造，飲食物はラムネ
2工場，缶詰3工場，雑工業は山斗2工場，マニラ麻2工場，印刷5工場，
そして特別は電燈1工場である。三つの紡績工場は529人から1，381人，平均
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第5表　岡山市工場部門別 （1911年）
職　　工　　数 構　　成　　比　　（％）
工　場　数
内　男工二数
1工場あたり
E　工　数工　場　数 職　工　数
綿糸紡績 1　① L381　人 240　人 1，381、0人4．8（4．4）37．4（32．9）
絹糸紡績 1　① 529 141 529．0 4．8（4．4）14．3（12，6）
???????
綿糸及綿布 1　① 1，031 213 1，031．0 4．8（4．4）27．9（24．6）
小　計 3　③ 2，941 594 980．3 14．3（13．0）79．7（70．1）
鉄　　　工 1　① 14 14 140 4．8（4．4） 0．38（0．33）????
ロ即　　筒 1　① 16 ユ6 16．0 4．8（4．4） 0．43（0．38）
小　計 2　② 30 30 15．0 9．5（8．7） 0．81（0．72）
マ　　ッ　チ 1　① 68 27 68．0 4。8（44）1．8（1．6）
小　計 1　① 68 27 68．0 4，8（4．4） 1．8（1，6）
ラ　ム　ネ 2　② 43 Il 21．5 9，5（8．7） 1．2（1．2）
???????
錐　　　詰 3　② 50 15 16．7 14．3（13．0）1、4（1．2）
小　計 5　④ 93 26 ユ8．6 23，8（21．7）2．5（2．2）
花　　　莚 2 31 7 15．5 9．5（8．7） α84（0．74）????????
マニラ真田 2　② 130 6 75．0 9．5（8．7） 3．5（3．1）
印刷出版 5　④ 372 ユ40 74．4 23．8（21．7）10．1（8．9）
小　計 9　⑦ 533 153 592 42．8（39．1） 14．4（12．7）
特電 燈 1　① 24 24 24．0 4．8（4，4） 0．65（0．57）
別　　小　計 1　① 24 24 24．0 4．8（4．4） 0．65（0．5わ
合　　　　　計 21⑰ 2，689 854 ユ75．7 100．0（913）100，0（87．9）
官　営　煙　草 2 506 122 253．0 一　（8．7） 一　（12，1）
総　　　　　計 23 4，ユ95 9ア6 ユ82．4 一（100，0） 一（100．0）
註1二上胡δ離甥繭紬使肛場数．
　3）構成比欄の（）内は官営煙草をふくんだ総数に対する比率．
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2，941人という大規模工場として感激しているが，ほかはマニラ真田，マッ
チに数10人程度のものがあることを除いて，10人台，せいぜい20人台であ
る。総じて，紡績工場を除いて，工場は数も少なく，その規模も小さい。
b　工業生産の部門別構成
　第6表は，岡山市の工業の部門別構成を示すものである。これは，r岡山市
統計年報』の「工産物製産額」に掲載されている90品目についての生産数
量・価額，製造戸数，職工（男女別）を当時の部門分類に従って集計作成し
たものである。53品目の工業の総製造戸数は824戸，その職工6，009人，うち
男工は37．5％，1製造戸あたり平均職工数は7．3人である。製造戸数では雑
工業が48．9％と過半数に近く，ついで飲食物工業が25．1％で，以下化学工
業，機械器具工業，染織工業となる。しかし，製造戸数ではわずか1．7％に過
ぎない染織工業が職工数では54．！％と過半を占め，さらに生産額ではそこが
87．0％と，9割に近い数をを占める。製造戸数では48．9％を占める雑工業は
職工数では20．6％で，生産額に至ってはわずか2．7％に過ぎず，飲食物工業
も職工数では14．4％，生産額では8．3にとどまる。化学工業は工場吸では
14，8％であるが，職工数は7．8％，生産額に至っては僅か1．1％でり，機械器
具工業は職工数，生産額でも最も小さい部門である。製造戸1戸あたりの職
工数では小生産を特質とする都市手工業の広汎な存在がみられたのである。
6　土木建築業
　岡山市は，明治初期以来土木建築業務が盛んに行なわれた。すなわち，岡
山城城門楼櫓破却工事（1883［明治15コ年），岡山城外濠，中出埋立（外濠は
！875〔明治8］年一部埋立，中濠は1880［明治13］年内務省凛申・10月許
可，しかし太分部分の埋立は1890［明治23年以降］），その他の埋立（明治
30年代［1987年～］から大正初期），役所，学校建物の建築，岡山駅，鉄道の
設置，路面電車の敷設などなどである。前掲1898（明治31）年のr日本全国
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第6表　岡山市工業生産部門別構成 （1911年）
1　戸　あ　た　り
製造戸数 職　工　数i内男工数）
@　人
生　産　額
@　円職　工　数 生　産　額
絹　糸　紡　績 1 529（141） 306，360529　人 306，360円
綿　糸　紡　績 2 1，849（302）11，940，719 924．55，970，360
????
織　　　　　物 ！1 603（154）1，080，428 54．8 98，221
小　　　　　計 14 2，981（597）13，327，507 212．9951，965
鉄工機具器械 31 45（45） 56，255 1．5 1，815
亜鉛板及鋲力細工 27 46（27） 12，894 L7 478
鋳　　　　　物 3 16（14） 6，699 5．3 2，233
??????????
車　　　　　輌 12 28（28） 21，100 2．3 1，758
度　　量　　衡 5 31（31） 38，891 6．2 7，778
小　　　　　計 78 166（145） 135，8392．1 1，742
陶　　磁　　器 3 5（5） 3，054 L7 1，0！8
破　璃　製　品 3 28（26） 10，540 9．3 3，513
煉　　　　　　瓦 1 3（3） 1，350 3．0 1，350
瓦 32 145（98） 27，527 4．5 860
和　　　　　紙 18 61（31） 26，133 3．3 1，452
菜　　種　　油 5 6（6） 7，743 1．2 1，549
安　全　燐　寸 3 96（33） 68，680 32．0 22β93
売　　　　　薬 56 83（46） 9，981 1．4 178
小　　　　　計 122 430（251） 166β08 3．5 6，204
酒　　　　　　類 15 116（116） 310β027．7 20，720
醤　　　　　　油 30 88（88） 146β20 2．9 4，894
味　　　　　　1曾 10 25（25） 32，760 2．5 3，276
麹 13 25（25） 17，220 L9 1，325
清涼飲料水 4 55（16） 39，923 13．7 9，981
?????????????
菓　　子　　類 103 324（239） 432，000 3．1 4，194
飴 5 30（30） 263，0006．0 52β00
罐　　　　　詰 4 56（17） 90，29314．0 22，573
萄　　　　　鵜 6 14（12） 4，277 2．3 713
麩 3 8（7） 4，190 2．7 1，397
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蒲鉾竹輪類 13 51（38） 36，656「3．9 2，820
小　　　　　計 206 792（613）1，077，9413．8 6，204?
2 14（14） 1，235 7．0 618
竹　　製　　品 11 15（11） 2，903 1．3 264
扇子及団扇 2 10（・2） 1，492 5．0 746
紙　　製　　品 8 27（13） 5，756 3．3 720
指　　物　　類 59 148（59） 52，150 2．5 884
挽　　物　　類 4 7（7） 1，700 1．7 425
曲　　物　　類 4 4（4） 1β53 1．0 463
樽　　桶　　類 22 47（47） 16，008 2．1 728
下　　　　　駄 20 61（61） 39，600 3．0 1，980
杷　柳　製　晶 1 1（1） 185 1．0 ！85
花　　　　　莚 7 154（12） 17β64 22．0 2，552
畳表　・真蕗 52 43（0） 2，，044 0．8 39
麦桿・経木真田 60 260（120） 43，285 4．3 721
雑
藺　　細　　工 24 26（0） 1，038 1．0 43
? 20 55（55） 19，159 2．7 958
革　　細　　工 5 7（5） 1，870 1．4 374
足　　　　　袋 60 63（45） 135，000 1．0 2，250
靴　　　　　下 1 2（1） 400 2．0 400
縄 1 6（6） 200 6．0 200
麦　桿　帽　子 6 48（22） 20，630 8．0 3，438
其　他　帽　子 1 2（1） 450 2．0 450
鼻　　　　　緒 3 9（4） 2，794 3．0 931
爪　　　　　掛 3 31（12） 18，526 10．3 6，175
麻　　　　　裏 25 92（22） 27，895 3．7 1，116
刷　子　其　他 1 2（1） 300 1．0 300
小　　　　　計 402 1，134（525） 414，337 2．8 1，031
合　　　　　　　　計 822 5，503（2，131）414β37 6．7 18，640
官　　営　　煙　　草 2 506（122）1，008，160253．0 504，080
総　　　　　　　　計 824 6，009（2，253）16，330，3927．3 19，818
註　1）第3表と同一書より作成
一113一
?
114
商工人名録』第二版によると，営業税からみて岡山市の最大の商工業者は土
木請負業菱川屋菱川吉衛であった。この菱川吉衛は鉄道の請負人として名前
が知られた人であるが，岡山県の役所や学校の初期の建築はほとんど菱川組
の請負だった，というが（岡長平rぼっこう横町』1965年夕刊新聞社493～494ペーー
ジ），このような有力業者を生み出したのである。
　ところで，明治初年（1867年）・10年代（1877年）の過程で岡山城下は零
細営業者，力役的労務者を圧倒的構成部分とする都市に編成替えされたとし
た。また，1920年の国勢調査によれば，岡山市には1，948人の土木建築底本業
者がある。業主491人，職員63人，労務者1，394人で，本業なき従事者はそれ
ぞれ1，270人，123人，1，553人であり，家族持ちが多いとみなし得る。この土
木建築業は，土木請負業，土木建築の設計・測量等二関スル業，大工，左
官・泥工・セメントエ・煉瓦工，石工，屋根職，ペンキ職其他ノ塗料塗職，
±方・鳶職，潜水業，其他ノ土木建築二関スル業をもって構成されており，
業主には職人親方，労務者はその雇用人，人夫などであろうとおもわれる。
このような土木建築業従事老であるが，明治後期はどうであろうか。r明治
四十四年岡山市統計年報』における職業別戸数によると工業戸数1，839戸，
男女合計10，840人となっている。他方，工業製造戸数は824戸，職工数
6，009人であるので，工業戸数から工業製造戸数を差し引いた1，015戸，
4，831人の工業製造戸以外の工業戸が存在していることになる。これは各種
の建築関係の職人が多いであろうが，また，人夫などの労役者なども存在し
ていたであろう。
　なおr明治四十四年岡山市統計年報』によれば，この年に人力車営業169
人，人力車営業兼i娩子622人組翰子670人がある。
　この時期の岡山市には，職人，力役的労務者が数多く存在していたのであ
る。
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（1）拙稿「明治前期における岡山区住民構成の再編」r岡山大学経済学会雑誌』第19巻第
　3　9　4号　　1988年1月。
（2）拙稿「第一回『国勢調査』における岡山市の住民構成一産業都市としての資本主義
　確立期の岡山市一」r岡山大学経済学会雑誌』第18巻第3号　1986年11月。
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